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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 71,752 2.9 3,031 0.2 3,124 0.0 1,503 18.6

2018年3月期第2四半期 69,740 7.2 3,026 76.5 3,124 73.3 1,268 45.8

（注）包括利益 2019年3月期第2四半期　　1,801百万円 （30.4％） 2018年3月期第2四半期　　1,381百万円 （56.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 53.01 ―

2018年3月期第2四半期 44.76 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年3月期第2四半期 71,421 34,881 47.1 1,186.28

2018年3月期 67,107 34,690 50.1 1,186.01

（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 33,661百万円 2018年3月期 33,643百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 20.00 ― 58.00 78.00

2019年3月期 ― 20.00

2019年3月期（予想） ― 58.00 78.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 156,300 1.2 10,850 3.2 11,000 2.1 6,000 14.3 211.52

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 30,213,676 株 2018年3月期 30,213,676 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 1,838,256 株 2018年3月期 1,846,972 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 28,370,181 株 2018年3月期2Q 28,337,702 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策によって企業収益と雇用環境に緩やか

な改善が見られるものの、金融資本市場の変動や米国政権の保護貿易政策による貿易摩擦の懸念など、先行きの不透明

感が増しています。衣料品小売業界においても訪日外国人による免税需要の伸長やネット通販売上の拡大などが見られる

一方、記録的な猛暑に伴う秋物需要の遅れに加え、お客様の節約志向の高まりや慎重な購買行動が継続しています。

このような状況の下、当社は2019年３月期の単年度経営方針として「中期戦略の徹底推進」を掲げ、当社グループの体質

改善、収益改善、成長基盤の確立に向けた様々な取り組みを実施しております。この達成に向け「強い経営基盤の確立」、

「実店舗の強みを活かしたEC（ネット通販）の拡大」、「既存事業のマーケット変化への対応」、「未来の成長に向けた取組の

実施」の４つの重点取組課題を定めました。

強い経営基盤の確立については、経営理念の改定に加え、社内コミュニケーションの活性化、ジョブローテーションの検

討や評価制度の見直しなどに着手し、全社一丸となって中長期の成長、理念の実現に向けて取り組める基盤作りを行いま

した。当連結会計年度も不採算な取り組みの精査は続けており、役割を終えた店舗の退店検討、間接部門の業務の見直し、

標準化・効率化に向けて取り組み、収益構造の健全化を進めています。

実店舗の強みを活かしたEC（ネット通販）の拡大については、実店舗とネット通販双方の売上に貢献できるサービスや仕

組みの検討、現在の小売環境に合わせた基本販売政策の改定、多様な働き方に対応した人事施策やRFIDの導入、店舗

業務の効率化による人員不足への対応を進め、実店舗の販売力を高めながらネット通販売上拡大に向けて取り組みました。

当第２四半期連結累計期間は単体ネット通販既存店売上高の前年同期比が20.3％増と２桁増となり、単体ネット通販売上

構成比も前年同期から1.0ポイント上昇し、19.1％となりました。

既存事業のマーケット変化への対応については、トレンドマーケットにおいては質の向上による収益率の改善、ミッドトレン

ドマーケットにおいては売上規模拡大による収益額の向上、ニュートレンドマーケットにおいては社内構造改革とブランド認

知拡大策による収益額の向上を目指し、様々な取り組みを実施しています。トレンドマーケットにおいてはユナイテッドア

ローズ総合店の改装リニューアルを実施し、ミッドトレンドマーケットについてはビジネスウェアに特化した小型店舗ワークト

リップ アウトフィッツ グリーンレーベル リラクシングの出店を行っています。

未来の成長に向けた取組の実施については、経営理念の「世界に通用する新しい日本の生活文化の規範となる価値観

の創造」を具現化すべく、衣料品以外へのドメイン拡大の検討を引き続き行いました。海外展開については、台湾において

グリーンレーベル リラクシング、㈱コーエンの自社オンラインストアを開設したほか、㈱コーエンでは有力商業施設に期間限

定店舗をオープンしました。商品調達面では、今のお客様の購買行動に適したサプライチェーンの確立に向け、準備を進

めています。

出退店では、第一事業本部：２店舗の出店、４店舗の退店、第二事業本部：７店舗の出店、３店舗の退店、アウトレット：２

店舗の出店、１店舗の退店を実施した結果、当第２四半期連結累計期間末の小売店舗数は205店舗、アウトレットを含む総

店舗数は232店舗となりました。

続いて、主な連結子会社の状況として、株式会社フィーゴは、ネット通販が好調に推移しているものの、卸売の減収等に

より、減収減益となりました。出退店では１店舗の出店により、当第２四半期連結累計期間末の店舗数は19店舗となりました。

連結子会社の株式会社コーエン（決算月:１月）は、実店舗・ネット通販双方とも好調に推移し、増収となりました。また、テ

レビCM等の宣伝販促を強化した結果、減益となっておりますが、売上・利益とも計画を上回って推移しております。出退店

では３店舗の出店、１店舗の退店により、当第２四半期連結累計期間末の店舗数は87店舗となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2018年10月26日に発表した2019年３月期の連結業績予想に変更はありません。

（資産）
流動資産は、前連結会計年度末と比較して1,873百万円（4.3％）増加の45,734百万円となりました。これは、商品が2,295百

万円、貯蔵品が319百万円それぞれ増加した一方、現金及び預金が182百万円、受取手形及び売掛金が24百万円、未収入
金が714百万円それぞれ減少したことなどによります。
固定資産は、前連結会計年度末と比較して2,440百万円（10.5％）増加の25,687百万円となりました。これは、出店や物流セ

ンター再編に伴う大型機械装置の導入やソフトウェア開発などにより建物及び構築物が544百万円、有形固定資産その他が
1,095百万円、無形固定資産が197百万円、投資その他の資産その他が480百万円それぞれ増加したことなどによります。

（負債）
流動負債は、前連結会計年度末と比較して4,853百万円（17.8％）増加の32,066百万円となりました。これは、支払手形及び

買掛金が2,552百万円、短期借入金が5,600百万円、それぞれ増加した一方、未払法人税等が477百万円、賞与引当金が
414百万円、流動負債その他が2,367百万円それぞれ減少したことなどによります。
固定負債は、前連結会計年度末と比較して731百万円（14.0%）減少の4,472百万円となりました。これは、資産除去債務が

267百万円増加した一方、長期借入金が1,000百万円減少したことなどによります。

（純資産）
純資産合計は、前連結会計年度末と比較して191百万円（0.6％）増加の34,881百万円となりました。これは、利益剰余金が

親会社株主に帰属する四半期純利益により1,503百万円増加した一方、配当金の支払により1,645百万円減少したことや、自
己株式が譲渡制限付株式報酬として処分したことにより28百万円減少したこと、その他の包括利益累計額が123百万円増加
したこと、そして非支配株主持分が173百万円増加したことなどによります。

連結子会社のCHROME HEARTS JP合同会社（決算月：12月）については、減収となったものの、売上総利益率の改

善等により営業利益が増益となりました。なお当第２四半期連結累計期間末の店舗数は10店舗です。

また、連結子会社の台湾聯合艾諾股份有限公司（決算月:１月）の当第２四半期連結累計期間末の店舗数は４店

舗、連結子会社の株式会社Designs（決算月:１月）の当第２四半期連結累計期間末の店舗数は１店舗です。以上に

より、グループ全体での新規出店数は15店舗、退店数は９店舗、当第２四半期連結累計期間末の店舗数は353店舗

となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高については、新店出店に伴う増収、既存店の増収、ネット通販

の伸長等により、前年同期比2.9％増の71,752百万円となりました。なお、株式会社ユナイテッドアローズにおけ

る小売＋ネット通販既存店売上高前期比は107.1％となりました。売上総利益は前年同期比3.5％増の36,947百万円

となり、売上総利益率は前年同期から0.3ポイント改善の51.5％となりました。販売費及び一般管理費は株式会社

ユナイテッドアローズにおける物流倉庫再編にかかるコストや株式会社コーエンにおける宣伝販促費の増等に伴い、

前年同期比3.8％増の33,915百万円となりました。

以上により、当第２四半期連結累計期間の営業利益は3,031百万円（前年同期比0.2％増）、経常利益は3,124百

万円（前年同期比0.0％増）となりました。また、減損損失の減等により、特別損失が減少し、親会社株主に帰属

する四半期純利益は1,503百万円（前年同期比18.6％増）となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,552 6,370

受取手形及び売掛金 201 176

商品 24,343 26,638

貯蔵品 456 776

未収入金 11,578 10,864

その他 734 911

貸倒引当金 △5 △3

流動資産合計 43,861 45,734

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,320 7,865

その他（純額） 1,587 2,682

有形固定資産合計 8,907 10,547

無形固定資産

その他 2,310 2,508

無形固定資産合計 2,310 2,508

投資その他の資産

差入保証金 8,038 8,161

その他 4,010 4,491

貸倒引当金 △21 △21

投資その他の資産合計 12,028 12,631

固定資産合計 23,246 25,687

資産合計 67,107 71,421

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,315 12,868

短期借入金 1,500 7,100

1年内返済予定の長期借入金 2,000 2,000

未払法人税等 1,182 704

賞与引当金 2,479 2,064

役員賞与引当金 91 51

その他 9,644 7,277

流動負債合計 27,213 32,066

固定負債

長期借入金 1,500 500

資産除去債務 3,686 3,953

その他 17 19

固定負債合計 5,203 4,472

負債合計 32,417 36,539
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,030 3,030

資本剰余金 4,205 4,213

利益剰余金 32,340 32,198

自己株式 △5,861 △5,833

株主資本合計 33,714 33,608

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △62 42

為替換算調整勘定 △8 9

その他の包括利益累計額合計 △71 52

非支配株主持分 1,047 1,220

純資産合計 34,690 34,881

負債純資産合計 67,107 71,421
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 69,740 71,752

売上原価 34,031 34,804

売上総利益 35,708 36,947

販売費及び一般管理費 32,682 33,915

営業利益 3,026 3,031

営業外収益

受取利息 0 0

為替差益 13 7

仕入割引 29 33

受取賃貸料 12 11

受取手数料 30 24

その他 54 58

営業外収益合計 140 136

営業外費用

支払利息 19 10

賃貸費用 12 11

その他 9 21

営業外費用合計 42 43

経常利益 3,124 3,124

特別損失

固定資産除却損 58 56

減損損失 810 281

その他 4 0

特別損失合計 873 338

税金等調整前四半期純利益 2,250 2,786

法人税、住民税及び事業税 1,101 810

法人税等調整額 △171 316

法人税等合計 929 1,126

四半期純利益 1,320 1,659

非支配株主に帰属する四半期純利益 51 155

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,268 1,503
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純利益 1,320 1,659

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 62 123

為替換算調整勘定 △1 18

その他の包括利益合計 61 141

四半期包括利益 1,381 1,801

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,328 1,627

非支配株主に係る四半期包括利益 52 173
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,250 2,786

減価償却費 899 897

無形固定資産償却費 140 211

長期前払費用償却額 77 84

減損損失 810 281

賞与引当金の増減額（△は減少） 225 △414

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6 △39

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △2

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 19 10

売上債権の増減額（△は増加） △491 932

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,937 △2,614

その他の流動資産の増減額（△は増加） 524 △293

仕入債務の増減額（△は減少） 2,501 2,445

その他の流動負債の増減額（△は減少） 606 △1,836

その他 174 20

小計 5,796 2,466

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △19 △10

法人税等の支払額 △1,299 △1,254

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,477 1,201

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6 △6

有形固定資産の取得による支出 △1,029 △2,462

資産除去債務の履行による支出 △53 △81

無形固定資産の取得による支出 △432 △487

長期前払費用の取得による支出 △270 △886

差入保証金の差入による支出 △159 △245

差入保証金の回収による収入 116 123

その他 △21 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,855 △4,045

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,970 5,600

長期借入金の返済による支出 △2,002 △1,000

配当金の支払額 △1,672 △1,963

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,704 2,636

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 914 △188

現金及び現金同等物の期首残高 5,630 6,300

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,544 6,112
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　該当事項はありません。

　（追加情報）

　　　(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)
　　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期
　　　連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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